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取扱説明

A 
この製品を安全に、 また正しくお使いいただくために

必ずこの取扱説明書をお読みください。

.間違えた使い方をすると事故を引き起こすおそれがあります。

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保管してください。

松 山株式会社



ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

[はじめに

.この取扱説明書は口-:$1リーの取扱方法と使用上の

注意事項について記載しであります。 ご使用前には

必ず、この~扱説明書をよく読み十分理解されてか

ら、正しくお取扱いいただき、最良の状態でご使用

ください。

.お読みになった後は、からなず製品の近く に保管し、

必要になったとき読めるようにしてください。

.製品を他人に貸したり、譲り渡される場合は、 この

取扱説明訟を製品に添付してお渡しください。

.この取扱説明書を紛失、または損傷した場合は、す

みやかに弊社またはお貿い上げいただきました販売

庖、政協へご注文してください。

・品質、性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を

おこなうことがあります。そのような場合には、本

替の内容、および写真 イラス トなどの一部が、本

製品と一致しない場合がありますので、 ご了承くだ

さい。

.ご不明なことやお気付きのことがごさいましたら、

お買い上げいただきました販売庖、農協へご相談く

ださい。

.m印付きの下記マークは、安全上、特lこ重要な
事項です。必す守って作業をしてください。

A危険;225ZFf忍ぶ主主主計た
A ー リ その警告文に従わなかった場合、死亡ま

il込菅 官たは重傷を負う危険性があるものを示し
ます。

A注意計器22おぶ11、。ケガを
.この取扱説明書には安全に作業をしていただくため

に、安全上のポイント「安全に作業をするために」を

記載しであります。ご使用前に必ず読んでくださし、。
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安全に作業をするために
ここに記紋している注意見I項を守らないと、死亡・傷害事故や、機械の破損の版図になります。よく読んで安全作業

をしてください。

一般的芯注意事項

r Lh嘗告こんなときは運転しない
・過労・病気・薬物の影響・その他の型由により作業に集中できないとき

.酒を飲んだとき

・妊娠しているとき

.18歳未満の人

lh嘗告作業に適した服装をする
はちまき・首巻き・腺タオルは禁止です。

ヘルメ ット・すべり止めのついた制tを活用し、だぶっきのないl服装をしてください。

[守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

4も嘗告機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず読むように指導してください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

4b嘗告機械を他人に譲り渡すときは取掘説明書を付ける
機械と一緒に「取扱説明{!l'Jを波し、必ず読むように指導してください。

[守らないと]死亡準故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

4M告 トラクタに作業腕装婚するときは必すトラクタの取扱説明書を読む
トラクタに作業機を装着する前に、必ずトラクタの取扱説明磁を読み、よく>A解してから作業機の装着を

してください。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

lh嘗告重量バランスの調整をする
トラクタに重い作業機やアタ ッチメントを装治するときは、 トラクタメーカー純正のバランスウェイトを

付け、バランス調整をしてください。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。
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~注意公道の走行は作業機装着禁止

トラクタに作業機を装着して公道を走行しないでください。

必ず、作業機を取外して走行してください。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

A注意機械の改造禁止
改造をしないでください。保証の対象になりません。

純正部品や指定以外の部品を取付けないでください。

[守らないと]事故・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

点検 ・整備の注意事項

r lh注意点検・整備をする
機械を使う前と後には必ず点検・整備をしてください。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

~注意点検整備中はエンジンを停止する
点検 .~整備・修理、または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。

[守らないと]事故 ・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

4h嘗告点検整備は平5で固い場所でおζなう
交通の邪魔にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない平らで固い場所で、点検整備をしてくださ

し、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、 傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意カバー類は仰取付ける
装着のときや、点検 ・整備で取外したカバー類は、必ず取付けてください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意目的に合った工具を正しく使用する
点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合ったものを正しく使用してください。

[守らないと]整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。

(i 
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作業時の注意事項

盆 嘗告作業機の着脱は平問場所でおこ恕う

作業機のまf脱は、平らで固い場所でおこなってください。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

A注意カブラのハンドルには絶対に手をふれない
作業機の装着・取外しのとき以外は、絶対にカプラのハンドルには手をふれないでください。

[守らないと]作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

& 嘗告 トラクタと作業機のまわりに人を近づけない

トラクタのまわりや作業機との聞に人を入れないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

4も嘗告作業機の下にもぐったり、足を入れない
作業機の下にもぐったり、足を入れないて、ください。

[守らないと]何かの原因で作業織が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

4b嘗告機械lこ巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する
回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエンジンを停止させ、巻きfすきを外してください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

A注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう
作業機の調整をするときは、作業機を下げ、トラクタの駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位訟にし、エンジンを停止してからおこなってください。

[守らないと]傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

& 嘗告ロータリー耕では、ダツシングに注意

固いほ場や、石の多いところでは、ロータリーをゆっくり降ろしてください。回転する爪の勢いでトラク

タを押し、飛出す (ダッシング)ことがあります。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

盆 警告傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

傾斜地での高速 ・急旋回は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクタ速度を落とし、大きく回ってください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。
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4も嘗告作業機の落下防止をする
作業機の務下を防止するため、油圧ストップパルプを完全に 「閉め」てロ ックし、さ らに作業機の下へ台

を入れてください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

dh嘗告アユミ側、強度・長さ・帽の十分あるものを使用する
税込み、積降ろしをするときは、平らで交通の邪日誌にならない場所でトラックのエンジンを止めます。動

かないようにサイドブレーキをかけ、車止めをしてください。使用するアユミ板は強度・長さ・怖が十分

あり、すべり止めの付いているものを選んでください。

長さのめやすは荷台高さの3倍です。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

す$AF
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格納時の注意事項
r

it1注意ロータリー単体の転倒防止をする
ゲージ輪止めピン、連結ロットスプリングエンドを所定の位世で止め、転倒防止をしてください。

スタンドを付けて、格納するときは、キャスターの転がり防止を必ずしてください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意格納時は力プラを外す
格納するときは、必ずカブラを作業機から外し、地面に置きます。

カブラのハンドル操作を間違えると落下します。

[守らないとl傷害事故を引き起こすおそれがあります。

人



5 

警告ラベルの種類と位置 I 

.11'告ラベルは図の位慣に11占つであります。よくお続みになって安全に作業してください0

.笹告ラベルは、汚れや土を落とし'常に見えるようにしておいてください。

.紛失または破損された場合には、お民い上げいただいた販売庖、またはj品協へ下記型式、およびコードナンバー

でご注文のほどお願いいたします。

C10 

W36 8750-391000 

A書告 A 注 意

調。 主ヱンンンE鎗L働 世用聞に取酬明書をよく観んで盟主で正しい作離をしてください。

始動 ・ 聞や作組樋間慣掃作レバーを掃作するときは‘必ず周囲に

.作雄憾の構理点慣
人がいないことを暗闘してください.

週脂 ・鹿園時、植週間や作掴慣を上下位置に掃作すると曹はまわリや彼方を

清掃を行なうときは、 よく殖担レてください.

油圧ブ降パ下ル防プ止用のスト
-伸単憎のよに人を蝿せ唱よいで〈ださい.

盤情 ・作雌慣の情理咽点情・珊掴を行なうと曹はトラヲターを平坦，"'・聞に暢プ勘し
ツ ブ在、 ロツヲ パ駐車ルブプをレーキをか吋て‘ エンジンを停止しー油圧陣下院止用のストッ
(間)方向に締込んで ロック'M)方向に蹴込んでください.
ください。 -停車閣を晴眼すると曹はトラクタグーリと停阻閣の聞に立たないで〈ださい.

-凶随点檎崎、ジョイン卜に晶ず スを注入してください.岳部のオイル置
.作繊怖が降下して を痛惜し、少ないt園合はギアオイルを柵惜してがあ〈ださい.
ケガをするおそれが .岳部ボルト‘ナット聞の点慣を行ない、必聾 れば地し踊めレてください.

あります。 -カバー揮は必ず断定の低聞に騎珊してください. W'" 唖""・耳目'"∞

W14 8750・348000 W1 8750-316000 

A注意 A嘗告 A警告 A警告
-トヲクターとの

ぷ '勺tふ44、a薗脱時はゲージ

抽止めピンまた

は、スタンドキ

ャリヤを描示マ

九‘g仏1-'"、A
ーク週リに吉わ

せてください。 -作織機を薗脱するとき -エンジンまたはPTO
はトラヲターと作車憎 軸が回転申は、 手やE

-エンジンまたはPTO
軸が回転申は、 手やE

-作揖織が彼方へ
の聞に立た草いでくだ を作蝿憎の中や下へ入

抵倒するおそれ
さい。 れないでください.
-はさまれてケガをする -ケガをするおそれが

があリます. おそれがあります。
あります"Wl. 8750-~脚

を作車憎の中や下へ入

れtlいでください.
-ケガをするおそれが

あります。
-ア制叩

ネームプレート

D1 8750-313000 

，?曹司広司

4凶民
.これは入力紬のカパ
ーです.

.作車織をトラクター
に装置桂は必ず取り
つけてください。

・ケガをするおそれが

あります。 町野'"醐

C10 8750-337000 

A注意
日骨骨
.作膿申や鹿目"は近
づ由、ないで-ください.
-ヶガをするおそれが
あリます.
町山7闇



[本製晶の使用目的について ] 

-このロータリーは、水田や知lの耕うん、砕土、整地作

業に使用し、使用目的以外の作業には、決して使わな

いでください。使用目的以外の作業で故障した場合は、

保証の対象にはなりません。

.このロータリーは決められた適応馬力で設計していま

す。適応トラクタ馬力の範閥内で使用してください。

純闘を超えての使用は故障の原因となり、保証の対象

にはなりません。

.このロータリーは「標準3点リンク」規格で設昔|して

います。他の規格「特殊3点リンク」などでは装着が

できません。

・このロータリーの改造は決しておこなわないでくださ

い。保証の対象にはなりません。

[保証書について ] 

「保統啓」はお客様が保証修理を受けられる ときに必要と

なるものです。

お読みになった後は大切に保管してください。
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[アフターサービスについて ] 

機械の訓子が恕いときは、この取扱説明書を参照し点検

してください。

点検 ・整備しでも不具合がある場合は、お貰い上げいた

だいた販売席、 JnH品、または弊社までご連絡ください。

なお、部品のご注文は販売庖 l品協に純正部品表(パー

ツリスト)が備えてありますのでご相談ください。

.ご連絡いただきたい内容

・型式名と製造番号

.ご使用状況

-水田ですかっ 畑lですか?

・ほ場の条件はつ 石が多いですか?

か?

-トラクタの速度は 9

'PTOの回転数は?

・どのく らい使用されましたかっ

-約口口アール または口口時間

強粘土です

・不具合が発生したときの状況をなるべく、くわしく

教えてください。

(補修部品と供給年限について ] 

.補修部品は、純正部品をお1'1:い求めください。

市販類似品をお使いになりますと、機械の不測や性能

に影響する場合があります。

.この製品の補修用部品の供給年限(J切|悶)は、製造打

ち切り後 9年です。ただし、供給年限内であっても、

特殊部品については納期などご相談させていただく場

() 

合があ ります。 し
.供給年限経過後であっても、部品供給のご要町jがあっ

た場合には、納期、および価格についてご相談させて

いただきます。
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主要諸元 l 
5XM-I808 5XM-I908 5XM-2∞B 5XM-I908H 5XM-2∞8H 

型 式・区 分
-4$ I -35 I -05 -4S I -35 I -05 -45 I -35 I -05 -45 I -35 I -05 -4$ I -35 I -05 

駆 動 方 式 サイ ド ドフイ プ

会 長 (mm) 1190 

全 帽(mm) 2000 2100 22∞ 2100 2200 

会 向 (mm) 1120 1050 1120 1050 1120 1050 1120 1050 1120 1050 

質 1量(kg) 420 395 435 410 450 425 435 410 450 425 

適応トラクタ(ps) 45-55 45-60 45-65 45-60 45-65 

+ (kW) 33.1-40.5 33.1-44.1 33.1-47.8 33.1-44.1 33.1-47.8 

続務方式

種 類 自民工標準3点オートヒ ッチ JI50 1兼用

カブラの型式 ES ES ES ES ES 

呼 称 4セット3セット0セット4セット 3セット 。セット4セット3セット。セット4セγト3セット。セット4セット3セット。セット

ジョイン ト 型式 CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV 
作 3韓 阿(cm) 180 190 200 190 200 

標 t慎 朝F 深 (cm) 12-15 

耕 1架側 節 方法 前ゲージ輪高さ制節

標i輯作業述/Sf(km/h) 2.0-3.0 

耕うん軸回転鰍rpm) 167 (PTO 540 rpm I時)

耕うん制変述方式 なし トフクタ PTO変述

回 車正 タト 径(cm) 51 

耕うん爪取付方法 フフ ンジタイ プ ホルダータイプ

緋 つ ん 爪 本 数 A25G L.R各18本 A25G L.R各20本 A25G L.R各20本
HI4L.R各17本 HI4L.R各18本
A24L.R各2本 A24L.R各2本

作 業 能 率(分11Oa) 15-22 14-21 14-20 14-21 14-20 

5XM-I808 5XM-1ω8 5XM-2∞8 5XM-I908HB 5XM-2∞8HB 
型 式 -区 分

-4L 1-3L I-OL -4L I -3L I -OL -4L I -3L I -OL -4L I -3L I -OL -4L 1-3L IーOL
駆 動 方 式 サイ ド ドライ プ

機体寸法

全 長 (mm) 1190 

全 相 (mm) 2000 2100 2200 2100 2200 

会 高 (mm) 1250 1050 1250 1050 1250 1050 1250 1050 1250 1050 

質 :I'il: (kg) 430 395 445 410 460 425 445 410 460 425 

適応 トラクタ(ps) 45-55 45-60 45-65 45-60 45-65 

+ (kW) 33.1-40.5 33.1-44.1 33.1-47.8 33.1-44.1 33.1-47.8 

主治方式主

都 書目 日良工標準3点オート ヒッチ JI51・2兼用

カブラの製式 EL EL EL EL EL 

呼 利: 4セット 3セット0セット4セット3セット。セット 4セγト3セット。セット4セット 3セット 0セット4セット 3セγト。セット

ジョイン ト 型式 CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV CLCV.Z BDCV 
イ乍 g駐 幅(cm) 180 190 200 190 200 

標 司自 耕 深 (cm) 12-15 

緋深側節方法 前ゲージ輪高さ関節

探増作業巡!lI主km/h) 2.0-3.0 

耕うん納回転鰍rpm) 167 (PTO 540 rpm時)

緋うん軸耳E速方式 なし トフクタ PTO変速

悶 転 安ト 径 (cm) 51 

耕 うん 爪取付 方法 フフンジタイプ ホJレダータイプ

耕う ん 爪 本 数 A25G L.R各18本 A25G L.R各20本 A25G L.R各20本
HI41L.R各18本 H141L.R各20本
A271L.R各2本 A271L.R各2本

作業能単(分110a) 15-22 14-21 14-20 14-21 14-20 

本務元は改良のため予告なく変更することがあります。
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SXL-2008 SXL-2208 SXL-2408 
盟1 式 -区 分

-4L 1-3L I-OL -4L I -3L I -OL -4L I -3L I-OL 

車E 動 1， 式 斗ナイ ド ドライ ブ

機体寸法

会 長(mm) 1185 

金 中日(mm) 2200 2400 2600 

会 向(mm) 1295 1075 1295 1075 1295 1075 

質 最 (kg) 470 435 490 455 510 475 

適 応 ト ラクタ(ps) 50-75 55-75 60-75 

" (kW) 36.8-55.2 40.5-55.2 44.1-55.2 

治式4方主
担[( 重自 日!良工標準3点オートヒッチ ]IS0 1兼用

カ ブラの型式 ES ES ES 

"乎 称 4セット 3セット 日セット 4セット 3セット 。セット4セット 3セット 日セット

ジョ イ ン ト 迎式 CLCY.Z BDCV CLCY.Z BDCV CLCY.Z BDCV 
作 業 帆(cm) 200 220 240 

機 4自 朝十 深 (cm) 12-15 

制~ 架側 節 方法 前ゲージ輪高さ翻飾 「
棟割高作業巡l立(km/h) 2.0-3.0 

耕うん軸回転政rpm) 167 (PTO 540 rpm r時)

制下う ん串Irl変速 方式 なし トフクタ PTO変速

困 l阪 外 径(Cm) 51 

耕うん 爪取付 方法 フランジタイプ

朝Fう ん 爪 本 数 A25G L-R各20*A25G L-R各22本 A25G L-R各24本

作 業 能 率 (分 /10a) 15-22 14-21 14-20 

SXL-2008田 SXL-2208HB SXL-2408HB 
製 式 ・区 分

-4L 1-3L I-OL -4L I -3L I -OL -4L 1-3L I-OL 

駆 動 方 式 サイ ド ドフイ プ

会 長 (mm) 1185 

年 全 側 (mm) 2200 2400 2600 

全 向(mm) 1295 1075 1295 1075 1295 1075 

質 部:(kg) 470 435 490 455 510 475 L 
適 応ト ラクタ(ps) 50-75 55-75 60-75 
。 (kW) 36.8-55.2 40.5-55.2 44.1-55.2 

治方4式主
事fI 豊百 日並立一工標準3点オートヒッチ ]IS1 2兼用

カ ブラの型式 EL-41 EL-41 EL-41 

"乎 称、4セット 3セット 日セット 4セット 3セット 日セット 4セット 3セット 0セット

ジョ イ ン ト 型式 BRCY.Z BDCV BRCY.Z BDCV BRCY.Z BDCV 
イ乍 2監 間(cm) 200 220 240 

撚 i:¥'5 相F 深(cm) 12-15 

緋深側 節 方法 前ゲージf愉高さ削節

概i:¥'1作梁迷I!l'(k m/h) 2.0-3.0 

緋うんJlitlr回転政rpm) 167 (PTO 540 rpm r時)

耕うん 調b1&:巡方式 なし トフクタ PTO変速

図 I陪 書ト 後 (cm) 51 

緋 うん 爪 l段付 方法 ホルダータイプ

朝十 つ ん 爪 本 数
H141L-R各20本 H141L-R各22本 H141L-R各24本
A271L-R各 2本 A271L-R各 2本 A271L-R各2本

作業 能 率 (分 /10a 15-22 14-21 14-20 

本格元は改良のため予告なく変更する ことがあります。
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囚 各部のなまえ

①ミンションケ ス
②スプリンヴエンド

③チェーンケースカバー
⑪則板

⑤延長均平板

⑥ス宮ンド

⑦ス空ンド止ピン
⑥キャス合一
⑨耕うん爪

⑩ゲージ輪

回 組立

⑪ロワーピンガイド
⑫入力軸

⑬連結ロット
⑪マスト
⑮耕転部カバー
⑮ブラケット
⑫均平板

⑩安全力パー
⑮押えパネ

@ストッパー付キャス空一

①図のように、マス トをミッションケースにボル ト

4本で組付けます。

②ゲージ輸は内向き ・外向きどちらにも組付けがで

きます。 トラクタの車輪の後ろになるように、外

向きに組付けるのが標準です。

ミyションケー

' ，. '" 
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団 ロワーピンガイド ・トップピンの組付け

カブラの種類で組付方法が異なります。

ESカブラ
トップピン上側

E Lカブラ

トップピン上側

回 補助スプリングとパネ受けの組付け

ゲージ輪アームの後方にパネ受けとニギ 1)を共締

めしてヒッチパイプの支えパイプの問に補助スプ

リングを入れて組付けます。

~Y.Ai m e... 

ゲージ蛤

団 連結ロットの組付け

述紘一ロットの上部をフレームパイプに止めピンで

止め、ローターピンで抜け止めをします。

E・R-..&曹
は ;…/都j

団司直 、.



回 ス9ンドの組付け

スタンドホルダーの穴とスタンドの上の穴にスタ

ンド止めピンを差して取付けます。

トッパー付書キャス聖一

| トラクタの装着規絡 | 
.ロータリーの3点リンク装着システムは、

日農工統一規格 iB農工標準3点オートヒ ッチJ
を採用しています。

・「日股工標準 3点オートヒッチ」はさらに 4セッ

ト.3セット・0セッ トと3種類に分かれます。4

セットは3点リンクとジョイントが同時に自動装着

でき、 3セットは3点リンクのみが自動装着で、ジ

ョイントは手で付けます。0セットはすでにお手持

ちの4セットシリーズ作業機と共用するため、カブ

ラ、およびジョイン トは標準装備していません。

| トラクタの準備 | 
A注意
-トラクタの取扱脱明書 i3点リンクの規格」をよ
くE暗んでください。守らないと、取付けができな

かったり、機械の損傷やケガの原因になります。

続

左ロワーリンヲ

右ロワーリンフ

トyプリンヲ
ブラケット

チェ ッヲ

チヱーン
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.カブラは「標準3点リンク規絡」です。 トラクタ

の3点リンクも標準3点リンクでないと装着がで

きません。

.特殊3点リンク規格の場合は、特殊3点リンク用

トップリンクプラケットを外し、 トップリンクを

標準3点リンク用の両側にターンパックルの付い

た長いものに替えてください。

.作業機の下がり量が不足する場合は、 リフトロッ

ドの取付穴位置をロワーリ ンクの前側の穴に移し

てください。

| 装着姿勢 | 

A危険
.口一宮リーの装着・ 取外しをするときは、平らで

固い場所を選び、いつでも危険をさけられる態携

でおこなってください。守らないと機械が倒れ傷

害事故につながります。

カブラで装着できるように、ロータリ ーの姿勢を

関節します。

①ゲージ輸の止めピンは、ホルダーの上の穴を使い、

アームの上から 6番目にセットします。

②後方への転倒を防止するため、迎結ロ ットをスプリ

ングエンドで悶定し、均平板が動かないようにし

ます。

装着(取外し)が終わったら、スプリングエンドは

f 

上げてください。(均平板がフリーで動くように) 仁

③スタンド使用時

スタンドホルダーの穴とスタンドの下の穴にスタン

ド止めピンを差して取付けます。



| カブラの準備.4セットの場合は、ジョイントのダンボール箱に
入っているサポー トプレート と述結パーを取付け

てください。

.連結パーの取付けはジョイントの種類で典なります。

図の③が5cmのジョイン トは…前穴

図の③がlOcmのジョイントは・・後ろ穴

昨春[ 〕4

| カブラの取付lオ | 
ここでは、 4セットを中心に説明します。4セットと

3セットの逃いは、 ジョイントが自動装着か、手で付

けるかの違いです。

Ls警告

.カブラの装着は、平らで固い場所を選ぴ、いつでも

危険をさけられる態勢でおこなってください。守ら

ないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
.卜ラクヲの取扱説明書 i3点リンクの規格Jをよ
く銑んでください。

.PTOクラッチを切り、トラクヲのエンジンを必、

ず停止してカブラの取付けをします。

.必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因となります。

11 

囚 トラクタのir!rl.Iレバーを操作し、ロワーリンクを

「最下げ」にします。 トラクタのPT Oi!q!rにジョ

イントの広角側 (大きい方)を取付けます。

図 カブラをトラクタのト ップリンクに、 トラクタに

付属しているト ップリンクピンで取付けます。

国 左右のロワーリンクに取付けます。

内側セットと外側セットができます。 トラクタの

3点リンク規格に合わせてください。

ESカブラ
ELカプラ

ESカブラ

外側----'

E Lカフ.ラ

(内側セット)

内側セット

旦S0:1<: 
]IS 1 

坐盟主yト
JIS 1 
]IS 2 

外側

(外側セット)
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回ジョイントをサポート プレートの上に乗せます。

ステッカー而を上にして、ジョイントを折りなが

らサポートプレー トの切欠き部へピンを入れま

す。

/〆

軸の細い部分

付与/
プレート

回ロータリ ーを装着するまでは、 トラクタの中心に

合わせ左右均等にやや多く振れるように、チェッ

クチェーンで仮止めをします。

国トップリンクの長さは、ロワーリンクの地上高が

ESカブラの場合36cm、ELカプラの場合50cmの

とき、カブラが垂直になるように調節します。

• 

ジョイントの取付け l 
金 注意

.PTOクラッチを切り、卜ラクヲのエンジンは必

す停止させ、 ジョイン卜の取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ジョイントの長さは、装着するトラクタの型式に

より異なります。ご注文l侍にトラクタの型式を明

示いただければ、それに合ったものが付いていき

ます。型式が不明の場合は標準の長さのものを付

けています。

補足
.長すぎるジョイントを装着すると、 トラクタの

PTO!紬が作業機の入力!MIを突き、破損させま

す。

.緩いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイ

ントが破損します。

回 長さの確認

次の方法で長さの確認をしてください0

+4S/4Lシリーズ

(1) 3点リンクにカブラを取付け、装着の姿勢にトッ

プリンクの長さを合わせます。

(2)油圧をいっぱいに下げ、ジョイントをセットしま

す。

(3)ジョイントを見ながら、 iill圧を少しずつ上げ、水

平になった所で、突いていないか線認します。突

いている場合は、長い分を切るか、短いものと交

換します。

(4)油圧を上下して、ジョイントの「カパースキマ」

が下表の範囲内にあるか調べます。

t 

同 最縮会長 同

件わ 中
ー~I 同ー カパースキマ

種類 ジョイント裂式 置織全長(圃) カパースキマ(闘)
BRCV-Z752 750 22-121 
Z802 800 22-171 

4L Z852 850 22-221 
Z9日2 900 22-271 
Z952 950 22-321 

L 

種類 ジョイント型式 最縮全長(圃) カパースキマ(皿)
CLCV-Z655 650 28-106 
Z705 700 28-156 

45 Z755 750 28-206 
Z805 800 28-256 
Z855 850 28-306 

※スキマが大きすぎるとジョイントの強度が不足し

ます。長いものと交換してください。
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+3S/3Lシリーズ

(1)ロータリーをゆっくり上下し、 トラクタのPTO

軸とロータリーの入力軸が同じ高きになったとこ

ろで川l圧をロックしエンジンを止めます。

(2)PTO取Irへジョイン トを取付けます。

(3)ジョイントをいっぱいに縮め、ジョイントの先端

とロータリーの入力制との関に、 1 cm(:Iど間隔が

あればそのまま使用できます。問闘がない場合は、

長い分を切断します。

PTO軸側 入力軸側

州
市 軸F
(4)il1l圧を上下して、ジョイントの「カパースキマ」

が下表の範囲内にあるか調べます。

種類| ジョイント型式 |量織全長{圃) 1 カパースキマ(・)

占 ;<1 BDCV-760 1 756 0-170 
3806  0-220 

ト 41 906 0-320 

※スキマが大きすぎるとジョイントの強度が不足し

ます。長いものと交換してください。

図 ジョイン卜の切断方法

(1)長い分だけプラス

チックカバーをオ

ス・メス両方切り

取ります。

(2)切り取ったプラス

チックカバーと同

じ長さを、シャフ

トの先端から針り

ます。

(3)シャフ トを高速カ

ッターか金ノコで

オス・メス両方切

断します。

(の切り口をやすりでなめらかに仕上げ、 グリ ースを

塗りオス ・メ スを組合わせます。

回 取付方法

(1)ジョイントのロ ックピンを抑しながら、 PTO紬、

および入力取Irへ掃入し、ロックピンを輸の構で止

めます。

ハンマーなどでジ

ョイントをたた

き、強引に入れな

いでください。

ロックピンの顕が

1 cm以上出ていれ

ば機実にロックさ

れています。

1cm以上

3セッ トの場合は「普通広角ジョイント」を取付

けます。
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ジョイントの広角側(大きい方)をトラクタのP

TO制lに付けます。

作業機入力軸 トラウ:$lPTO軸

軸同「 山
げ

入力軸カバーは、外さなくても、ジョイントは付

けられます。取付け、点検するときは、下図のR

ピンを抜き、上に上げます。

(2)ジョイントカノ¥-

のチェーンを、ト

ラクタの 3点リン

かない場所につな

ぎます。

3点リンクを上下

しても引っ張られないようにたるみを持たせます。

会 危険

-取外した卜ラク告のPTO軸カバー、ロ-'sリー

の入力軸カバーをもとどおりに取付けてくださ，'0
守らないと巻き込まれて傷害事故の原因になります。

金 注意

各種カブラ (オートヒ ッチ)が口一世リーの入力軸

安全カバーに干渉する場合斜線部の延長カバーをは

ずしてください。

| 装着の順序
金警 告

.口一世リーの装着は、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

し、。

.卜ラク世のまわりや口一歩リーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・ロ-'sリーの下へもくったり、足を入れたりしな

いでください。

・ロ一世リーの調整をするときは、トラクヲの駐車

ブレーキをかけ、PTO変速レバーを「中立」の

位置にし、ヱンジンを停止してください。

守らないと死亡事故や傷害容故につながります。
f 

盆 注 意

.アヲ ッチメ ントをつけたままス空ンドを取イ寸けて

使用することはできません。スヲン ドを使用する

場合は、アヲッチメン トを必ずはずしてください。

ここでは、 4セットを中心に説明します。4セットと

3セットの違いは、ジョイントが自動装着か、手で付

けるかの違いです。

回 カブラのハンドルを引き、フックを解除し、装着

状態にします。

• 

カプラ

ーι

¥ 
、，

フyウ一一一

団トラクタをロータリーの中心に合わせ、まっすぐ

パックします。

トラクタの油圧を下げて、カブラのトップフック

をロータリ ーのトップピンの下へくぐらせます。

トラクタとロータリーの中心が合うまで繰り返し

てください。



回 ゆっくりトラクタの油圧を上げて、 トップフック

でトップピンをすくい上げます。

ロータリーのロワーピンガイドがカプラに入りま

す。

囚ハン ドルを押し、フックで固定します。

4セットの場合は、ジョイントも同H守に入力制lの

スプラインに入ります。
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補足
.フックが当たったり、ジョイントが入らない場

合は、 トラクタの油圧を下げてロータリ ーを外

し、初めからやり直してください。

.ロータリ ーが左右に傾いているときは、 トラク

タの右側リフトロッドの長さを調節し、ロータ

リーの傾きにカブラの傾きを合わせてから装着

してください。

国 ロワーピンガイドがフックで確実に固定されてい

るか、必ず確認してください。(ESカブラ)

ESカプラ

困 ハンドルをハンドルストッパーでロックします。

/、ンド)~

ESカプラ
ストyパー

ム 注意

.装着・取外しのとき以外は、必ずハンドルストッ

I~ーをかけ、ハンドルをロ ッ ヲしてください。 守

らないと誤操作でロ-:$1リーが外れ、機械の鍋傷

や傷害事故の原因になります。



回 ストッパーをロ ックし、装着は完了です。

(E Lカプラ)

レバー

ス卜 γパー(口ッヲ)

U/e 
" .'/ フバ (ロバ)

A注意
-装着・取外しのとき以外は絶対にカブラのハンドル

には手をふれないでください。守らないとロータリ

ーが外れ、傷害事故につながります。

持ち上げ時の注意 | 
囚 はじめてトラクタへ装着するときは、 「最上げJI時

にトラクタとロータリ ーがぶつからないように、

油圧をゆっくり上げながら確認します。特にキャ

ビン付きトラクタの場合は、背面のガラスを突き

上げないように注意してください。

回 トラクタのなかには、スイッチで 「最上げjまで

自動上昇する機積があります。作業機が勢いよく

上がるため、 トラクタと作業機の聞にlOcm以上111]

附を聞け、上げ規制をしてください。

団 トップリンクやロワーリンクの取付穴位1丘、およ

びリフトロッドやトップリンクの長さを変えた場

合には、間3査をやり直してください。

A注意
-トラクヲの取級説明書r3点リンク、および油圧
関係」をよく読んでください。守らないと機械の

損傷やケガの原因となります。

囚リフトロッドの長さを調節し、ロータリーの左右

を水平に削節してください。
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| トラクタからの取外し | 
4も警 告
.ロ-11リーの取外しは平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態務でおこなってくださ

L 、。
.トラクヲのまわりや口ーヲリーとの聞に人が入ら

ないようにしてくださ，'0
.口一宮リーの下へもぐったり、足を入れたりしな

いでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
.PTO変速レバーを「中立Jの位置にして、取外
してください。

守らないと傷害事故につながります。

回 ロータリーを装着のときの姿勢にします。

ゲージ輸の止めピンは、ホJレダーの上の穴を使い、

アームの上から 6番目にセットします。

後方への転倒を防ぐため、五li結パイプをローター

ピンで固定し、均平板を動かないようにします。

回 ハンドルのストッパーを解除して、ハン ドルを引

き、フックを外します。

国 ロータリーをゆっくり下げます。カプラのロワー

フックが抜け、 トップピンからトップフックが外

れたのを硲認してから、ゆっくりトラクタを前進

させます。

外れない場合は、 トラクタとロータリーの左右の

傾斜が合っていないか、 トラクタがまっすぐ前進

していないかのどちらかです。確認してやり直し

てください。

「

L 



| トラクタとの調整 | 
4も警 告
.口-$1リーの鯛聾をするときは、トラク$1の駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の

位置にし、エンジンを停止してからおこなってく

ださい。

.トラヲヲのまわりや口一世リーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

.口一世リーの下へもぐったり、足を入れたりしな

いでください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

回 振れ止め鯛節

トラクタを中，心 (PTO刺1)とロータリーの中'L、

(入力軸)を一直線に合わせ、チェックチェーン

を張ります。石の多いほ場では、ややゆるく限っ

てください。

回 前後角度調節

作業状態で、チェーンケースガードが水平になる

ように、 トップリンクの長さを綱節します。

国 水平の調整

ロータリーの左右が水平になるように、 トラクタ

の右リフトロッドの長さを調節します。

囚 「母上げ」位置の関節

PTOを回転させながら、ゆっく りロータリーを

上げ、振動や呉音の出ない位置でiUlfEレバーの

「上げ規制ス トッパー」を止めます。
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| lま場への出入り
ム 警告

-トラクヲに口-$1リーが付いていると後ろが長〈

なり、横幅も広くなります。周囲の人や物に注意

して旋回してください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。

旋回するときはスピードを落とし、急旋回はさけ

てください。

.運転者以外の人や物をのせないでください。

.子供には十分注意し、機械へは近づけないて・くだ

さい。

・急な登り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作

ができなくなりとても危険です。トラクヲメーカ

ー純正のバランスウェイ卜を付けてください。

.7'ゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使

用し、地面に接しない程度にローヲリーを下げ、

重心を低くしてください。使用するアユミ板は、

強度・長さ ・幅が十分あり、すべり止めのある物

を選んでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
.トラクヲに口一世リーを装着して公道を走行しな

いでください。守らないと、「道路運送車両法違反j

となり、事故を引き起こす原因になります。

囚 移動のときは、ロータリーをいっぱいに上げ、油

圧ス トップパルプを完全に「閉め」、下がるのを

防ぎます。

ロータリーが左右に振れないように、チェックチ

ェーンを狼り、ロックナットを締めてください。

図 ほ場への出入りは直角に、ゆっくり前進でおこな

ってください。



回 走行するl侍は、均平板を下げ、図のよう に述結ロ

ットのスプリングで均平板の振れをなくしてから

走ります。

※均平板をフ リー状態にしたまま走行しますと、振動

で均平板が曲がることがあります。

囚 ロータリーの地上高が不足する場合は、 トップリ

ンクを縮め、地上高を確保してください。

[ 上手忽作業のしかた l 
回 作業速度

トラクタの作業速度は2.0-3.0km/hで作業してく

ださい。

作業速度は、土質や作業深さで異なります。

トラクタへの負荷が大きい場合は、速度を遅くし

てください。

[lJ耕うん軸回転の変速

トラクタのPTO回転速度、 1-3速を使用し耕

うん判lの回転を変速します。

荒起し ・水田耕うん 1述
畑の砕土 2速
畑の細砕土 3述

団 作業速度と耕うん軸回転速度との関係

・作業迷度が一定で、耕うんl袖回転を速くすると土

塊は細かくなります。

.耕うん軸回転が一定で、作業速度が速くなると土

塊は粗くなります。

回
転
速
度

(rpm) 

占300
し、 250

遅 200
し、
↓150 

⑦ ⑤ ③ 

③ ③ ④ 

⑨ ② ① 

1.0 2.0 3.0 4 。
←遅い トラクタ作業速度(km/h) 速い→
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①水回の荒起し作業は、耕うん事Ii回転を一番遅くし、

作業速度は 2-3 km/hにします。

②強粘度のほ場は、 トラクタに対する負荷が大きく

なります。耕うん車Iiの回転と作業速度を遅くして

作業します。

③土壊水分が多く粘質が高い場合は、耕うん判lの回

転を速くし、作業速度を遅くします。耕うん;1唱lに

土を抱き込むときはこのように調節してくださ

し、。

④知lの砕土作業は、 トラクタのPTO回転を2速に

し、作業速度を 2-3km/hにします。

⑤畑の細砕土作業は、 トラクタのPTO軸回転を3

速にし、作業速度を 2-3 km/hにします。

⑤プラウ耕、スキ耕跡の粉砕土作業は、 トラクタの

PTO回転を3速にし、作業速度を 3-4 kml h 

にします。

⑦!Ii;;作水田の砕土作業は、 トラク夕のPT OIT匝回E目酌副1下刊;1転|

2 . 3速にし、作業速度を遅くして、ていねいに

耕うんします。

③ほ場が聞くダッシングlしやすい場合は、耕うん取Ii

の回転を速くして、作業速度は遅くします。

③石の多いほ場では、耕うん羽11回転速度、作業速度

ともに遅くしてください。

ダッシング， .耕うん爪の回転でトラクタが前に抑

され飛び出すこと。

(1 

囚 作業深さの関節 仁
作業深さの調節は、ゲージ輸の上下とトラクタの

ポジションコントロールを併用します。

トラクタの取扱説明曹 ii由圧コントロール」の項

を参!!草してください。

アーム

止めピン



固 均平板の関節

均平板の上下、および押えパネの調節は、砕土性

能、土の反転性能、表面の仕上がりに大きく影轡

します。述結ロットの上のスプリングエンドをス

ライドさせ調節します。

(1)一般耕うん

スプリングエンドを上げて折lえパネをフリーに

し、均平板の重量だけで表面を拘lえます。

(2)畑地の砕土

スプリングエンドを下げて押えパネをきかせ、パ

ネの力で表面を抑えます。

(3)石の多いほ場や粘湿回は、 拘Iえパネをフリーにし、

ローターピンを下から 2-4番目の穴に差して均

平板を表面から浮かせ、均平板の損傷や土溜りを

少なくして使用してください。

(4)均平板のはね上げ

ロータリーの爪交換などのメンテナンス作業時に

均平板をはね上げて自動にロックすることができ

ます。

①スプリングエンドを一番上の穴の位置まで上げて

おきます。

②2ヶ所のストッパーピンのレバーの上のボタンを

押しレバーをロ ックの位訟にセ ットします。

③均平板を持ち上げると、スト ッパーピンで自動に

ロックします。

④均平板をおろすl時は、 2ヶ所のストッパーピンの

レバーの上のボタンを押し、レバーを解除の位1ii

にセットします。均平板を少し持ち上げるとスト

ッパーピンのピンが自動に抜けてから均平板をゆ
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っくりおろしてください。

⑤ス トッパーピンで均平板を上げたまま耕うん作業

をしないでください。

固 延長均平板の操作

畑11地などで継目をならす延長均平板は、次の要領

で操作します。

A注意
-延長均平板は、本書のとおりに錬作してください。

守らないと、手をはさみケガの原因になります。

0後から見て左側の延長均平板は、 右手で操作します。

Of;まから見て右側の延長均平板は、 左手で操作します。



作業方法 | 
田 耕うん方法

⑮ 

(1)旋回用の枕地を3行程分取ります。両側にも枕地

と同じ幅を残し、 ①から作業を始めます。

(2)②③@沼過は隣接を往復作業します。

(枕地と潤じ幅)

(枕地3行程骨)

⑤ ⑤当

一一・③ 弓ー ①

(枕地)オ

(枕地と閣じ幅)

(3)枕地の内側⑦、そして③@⑬を回り作業します。

(4)アゼ際⑪⑫⑬⑬を回ります。

プラケッ ト側をアゼ際にして、残耕を少なくし作

業してください。

(5)最後に残った⑮⑬⑫⑬を回り、ほ場から出ます。

⑭ 

⑬ 

⑪ ー十

十
⑪ 

③⑫  ⑬ 

}十一 ⑥ ト、

⑮ 

⑫ 
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| 作業時の注意 | 
盆 警告

.作業中は、トラクヲと口一歩リーのまわりに人を

近づけないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 P

TO回転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き

fすけをタトしてください。

.傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険

です。トラクヲ速度を遅くし、大きく回ってくだ

さい。

-ローヲリーの閥整をする場合は、必ずエンジンを

止めてからおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

重量バランスの鯛節

・重いア空ッチメントを装着したときは、トラクヲ

メーカー純正のバランスウェイ卜を付けてくださ

い。前輪が浮き上がりハンドル操作ができなくな

りとても危険です。

守らないと、傷害事故につながります。

.7ゼ際での作業は、アゼにロータリーをぶつけな
いように低迷で、余裕をもって運転してください0

.作業が終わりましたら、土やゴミをほ場内できれ

いに落とし、道路には落とさないでください。

「

.使用中ロータリ ーに異状が発生したら、すぐにェ L 
ンジンを止め点検をしてください。そのまま使用

し続けますと、他の部分にも損傷がひろがるおそ

れがあります。

耕うん爪について | 
A警告
-爪を取付けるときは、平らで固い場所を選び、駐

車ブレーキをかけ、PTO変速レバーを「中立」

の位置にして、エンジンを停止してください。

.口一歩リーの落下を防止するため、油圧スト ップ

バルブを完全に「閉め」てロ ッヲし、さらにロ一

世リーの下へ台を入れてください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。
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ロータリーの爪の交換は、 一度に全部外してしま

うと配列をJUl越えやすくなります。 l本ずつ外し

て、同じものを取付けてください。

田 口- ~リーの爪の種類と本数

爪にはL爪・ R爪の2種類があります。爪の刻印

で判別してください。

フランジ9イプ

形式ヨ司 A25G L A25G R 合計

SXM-1808 18 18 36 

SXM・1ω8 20 20 40 
~O 

20 20 40 

22 22 44 

24 24 48 

回 配列方法 フランジ世イプ

①一番左側のフランジには、耕うん軌を止めている

ボルト以外に、 2本の爪を取付ける穴が4ヶ所あ

ります。フランジの左而に左特殊ナットと R爪を

付け、フランジの右商からボルト・パネ座金を入

れて締め付けます。

②配列図を参照し、基単になるR爪をフランジへ順

に取付けます。取付けるフランジ而は問巡わない

ようにしてください。ボルトは爪側から入れ、フ

ランジ側でナットで締め付けます。図でわかるよ

うに爪の配列は山の形になります。

ホルダー~イフ.

形式 刻印 IH141L 合計

時

一

m
一
辺

一
M

m
一一
蜘
一一

M

一u

V
A

mV
 

凶

一

m
一
辺

一
例

。
，u

一
つ
&
一
q
L
-
qr“

。
ゐ
一
ワ
u
-
q
b

一
つ
&

必

一
必

一
回

一
路

③l枚のフラ ンジには、 R爪と L爪が、 2本ずつ交

互に、 4本取付けます。取付けるフランジの面は

最初に付けたR爪と同じ簡にL爪を取付けます。

つぎに付けるR爪は最初に付けたフラ ンジ而と反

対の面に取付け、同じ而にL爪を付けます。

④一番右側のフランジへはL爪を 2本、フランジの

右の面に取付けます。ここはボルト・パネ座金を

フランジ側から入れ爪側で右特殊ナットで締め付

けます。

SXM-1808 

SXM-1908/2008 
SXL-2008 

SXM-2208 
SXL-2208 

SXM・2408
SXL-2408 



[]]配列方法ホルダーヲイプ

下図を参照して配列してください。標準の平面耕で

は、闘が逃ってもホルダーの爪取付ナット側に、爪

の曲り側を合せると配列ができます。ただし、両端

のフランジにはサイド爪が図のようにイすきます。

日f("rrrr(( '"rrr rrr r(('JI 
叱 TIJjjj jjj jjj jjj jjj j~ 

rJ川J川川川 t
la la al jjj jjj jjj j~ 
川111111 111 rrr rrr rrr JI 
~ jjj jjj jjj la al mJ~ 

-E孟垣正直極超過・
長くお使いいただくためには、日常の保守管理が大切

です。

A警告
.点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安

全なところを選んでください。機械が動いたり、

倒れたりしない平らで固い場所で、トラクヲの前

輪には車止めをしてください。

・点検・護備をするときは、トラクヲの駐車プレー

キをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置に
し、エンジンを停止してからおこなってください。

・ローヲリーの落下を防止するため、油圧ストップ

バルブを完全に「閉め」てロックし、さらに口一

歩リーの下へ台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必

ずエンジンを停止させ、巻き付けを外してくださ

し、。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

A注意
.点検、整備をするときは、内側のステンレス板の

端部等に十分注意しておこなってくださ"，守ら
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ないと傷害事故の原因になります。

回 ボルト・ナットのゆるみ点検

ロータリーは、振動の激しい機械です。使用l侍ご

とに各部のボルト・ナット、特に爪取付ボルトを

増締めしてください。新品の場合には、使用 2I時

間後に必ず増締めをしてください。

図 ジョイントの給油

③ グリースニップル

使用時ごとにグリ ースアップをする

③ ジョイントスプライン部

シーズン後にグリースを塗る。。シャフト 「
シーズン後にグリースを塗る。

③ ロックピン

シーズン後に注油する

⑧ 

一⑤

[広角ジョイント〕

( 4セットジョイント〕

団 オイル量の点検と交換 L 
(1)オイル量の点検

チェーンケースを垂直にしてオイルのf置を点検し

てください。不足の場合はギヤオイル#90を補給

してください。

①ミッションケース

オイルゲージの刻み線の問

②チェーンケース

検iUI口プラグ面まで



(2)オイル交換

工場出荷時には給油しでありますので、第 1回目

の交換まではそのまま使用してください。

給油館所
オイルの オイルf置 交換 1時 間

種類 (0 第l回 2回以降
ミッションフレーム ギヤオイル耳切 1.5 30時間 2501時間

チェーンケース 。 1.7 。 。

プラケット軸受郁 グリース 適量 イシ • 
① ミッションケース

ドレーンボルトを外して、オイルを排出します。

上の注刊11口から、新しいオイルを規定量給油 して

ください。

②チェーンケース

ドレーンボル トをタトして、

オイルを排出します。注

illJ口から規定frを紛れ"し

てください。
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③プラケット申Ir受部

。

プラケ ァトガードとプラケットカバーを外してく

ださい。

ベアリング音11に古いグリースを抑し出すように、

新しいグリースを注入します。

:.. ~ "fr.. Ui_  " . hiJJJ卜

囚 消耗部品の交換

(1)チェーンケースガードの交換

チェーンケースガードはチェーンケースをf呆殺し

ています。交換が遅れるとチェーンケースを削り

オイルがもれ、チェーンやスプロケット、ベアリ

ングが損傷します。定期的に点検し交換してくだ

さい。

チェ ンケースガ ド
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(2)ブラケッ トガードの交換

プラケッ トガードは右耕うん取Iiカバーを保謎して

います。スリ減りましたらボルトを外し交換して

ください。

取

ン

だ

き
C

J

q

ノ
¥

ふ

ラ

て

を

プ

つ

分

ス

塗

水

の

を
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し

ン

一

い

イ

リ

洗

ヨ

グ

水

ジ

に

に

・

め

い

糊

た

れ

力

の

き

入

め。
い
止

は

い

な

ピ

後

さ

き

サ

了

だ

で

ず

終

く

の

必

業

て

袋

作

つ

塗

に

•• 
さい。

.入力車111にキャップをかぶせてください。

: 地球にやさしく 】
.使用済みのオイルをむやみに捨てると環境汚染に

なります。

(1)オイルを排出するときは、必ず容穏に受けてくだ

さい。地面へのたれ流しゃ川への廃棄は絶対にし

ないでください。

(2)廃iHI・各種ゴム部品などを捨てるときは、お買い

求めの販売庖にご相談ください。

A警 告
.格納は、雨や風があたらす、平らで固い場所を選

んでください0

・口一世リーの格納はゲージ輸を必ず付け、ゲージ

輪止めピンは上から 5番目で止めて転倒を防止し

てください。

・カブラは口一世リーから外して、地面に置いてく

ださい。

・ジョイン卜は口一歩リーから外して、地面に置い

てください。

.格納庫には子供を近づけないでください。

守らないとロータリーが転倒し傷害事故や機械の損

傷につながります。

(' 
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点検整備チェックリスト I 

l時 /lo 耳1 日

①ミッションケースのオイル点検
新品使用始め

②チェーンケースのオイル点検

新品使用 21時間 ボル ト、ナットの増締め

①ミッションケースのオイ Jレ交換

新品使用 301時間 ②チェーンケースのオイル交換

③プラケット期h受昔日のオイル補給

①耕うん爪の取付ボル トi目締め

②ミッションケースのオイル却;点検

使 用 自白 ③チェーンケースのオイル孟t、オイルもれ点検

④ジョイントのグリースニ ップルへグリースアップ

⑤地面から上げて回転させ、主主音異状のチェック

①きれいに洗浄して水分ふきとり

②ボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落チェ ック

③耕うん爪、ガード毒事の摩耗、折れチェック

使 用 後 ④入力車hへグリースを塗る

③ジョイント、スプライン部へグリースを塗る

⑤ジョイント、ロックピンへ注il~

⑦!foJく部分へ注illl

①ミッションケースのオイル交換、オイルもれチェック

②チェーンケースのオイル交換、オイルもれチェック

③ブラケット』仙受部のグリース交換

シーズン終了後
④ジョイントのシャフトへグリースを塗る

⑤無塗装部へサピ止め

⑥消耗部品は早めに交換
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異常と処置一覧表 l 
使用中あるいは使用後の点検時に下表の異状が発生した場合は、再使用せず、すぐに処置をしてくだきい。

部位 症状 原 因 処 1世

軸受ベアリングの異状 ベアリング交換
択包音の発生

爪取付ボルトのゆるみ ボルト締付

耕うん取IJの1111り 耕うん軌交換

柑ト 振動の発生
耕うん爪の配列閲逃い 爪配列のチェック

つ
チェーンの切れ チェーン交換

ん 取bが図らない

軸
駆動軸の切れ 駆動制l交換

オイルもれ ウォーターシールの異状 ウォーターシール交換

F島耕ができる 耕うん爪の摩耗、折れ 耕うん爪交換

土守寄りがする 耕うん爪の配列間違い 爪配列のチェック

チェーンタイトナーの破損 タイトナー交換

チ 災音の発生

エ スプロケッ トの損傷 スプロケット交換

ン カバーパッキンの切れ パッキン交換
ケ オイルもれ

ス
チェーンケースカバー締付けボルトのゆるみ ボルト増締め

熱 の 発 生 オイル量不足 オイル補給

ベアリングの異状 ベアリング交換

災背の発生 ギヤの損傷 ギヤ交換

ベベルギヤのカミ合い不良 シムで調整 L 
、、、

ツ 入力軸オイルシールの異状 オイルシール交換
y 

ヨ パッキンの切れ パッキン交換
ン
ケ
オイルもれ

ロックタイトの劣化 ロックタイト塗り直し

ス
締付ボルトのゆるみ ボルト増締め

熱 の 発 生 オイル量不足 オイル補給

オイル総状減少 駆動紬オイルシール異状 オイルシール交換

災音の発生 グリース量不足 グリースアップ

ジ
ジョイント折れ角が不適切 前後角度姿勢の調整

ヨ ジョ イントIIsり
イ ロータリーの上げすぎ リフト量の規制

ン
ト た わ む シャフトのカミ合い眠不足 長いものと交換

スプライン都のガタ ロックピンとヨークのl単粍 すぐに交換
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松 山株式会 ~i 
本 社.干386-0497長野県小県郡丸子町塩川5155 ft(0268)42-7500 FAX(0268)42-7556 
物流センター干386-0497長野県小県郡丸子町塩川2949ft(0268)36-4111 FAX(0268)36-3335 
北海道営業所'干068-0111北海道空知郡栗沢町字由良194-5ft(0126)45-40∞FAX(0126)45-4516 
旭川出張所干079-8431北海道旭川市永山町8丁目 32ft(0166)46-2505 FAX(0166)46-2501 
帯広出張所，〒082-0004北海遭河E郡芽室町車芽室jt1輯|描10(車3工量団地)ft(0155)62-5370 FAX(0155)62-5373 
東北営業所・干989-6228宮織県古川市清水3丁目石田24番11ft(0229)26-5651 FAX(0229)26-5655 
関東営業所:〒329-4411栃木県下都賀郡大平町捕掴みずほ5-3ft(0282)45-1226 FAX(0282)44-0050 
長野営業所:干386-0497長野県小県郡丸子町樋川2949ft(0268)35-0323 FAX(0268)36-3335 
岡山営業所:〒708-1104岡山県津山市綾部 1764 -2 ft(0868)29-1180 FAX(0868)29-1325 
九州営業所:〒869-0416熊本県字土市松山町1134 -10 ft(0964)24-5777 FAX(0964)22-6775 
南九州出張所:干885-0074宮崎県都城市甲斐元町3389-1ft(0986)24-6412 FAX(0986)25-7044 
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